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本研究により乾燥耐性の分子メカニズムの一端が明らかになった。乾燥耐性メカニズムの解明はバイオ医薬品や有用細胞などの凍結

乾燥保存への応用が期待される。

利用成果報告書

成果公開有償利用

脱水に応答して可逆的に線維化するクマムシ固有のタンパク質の乾燥耐性への寄与の解析

プレートリーダー　ARVO X5

線維化タンパク質Drp1の発現依存的にヒト培養細胞の高浸透圧耐性が向上した。

Drp1の線維化が耐性に重要なメカニズムであることが示唆された。
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